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録広

島
大
学
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書
館
に
お
け
る
法
人
文
書
管
理
の
現
状
と
課
題

村　
　

上　
　

淳　
　

子

満
了
後
と
を
横
断
す
る
一
元
的
な
文
書
管
理
と
い
う
業
務
を
遂
行
す
る
立
場
か

ら
、
具
体
的
な
業
務
の
流
れ
に
沿
っ
て
現
状
を
確
認
し
、
更
な
る
業
務
の
効
率
化

に
向
け
て
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
よ
り
適
切
な
文
書
管
理
の
在
り
方

に
つ
い
て
考
え
る
た
め
の
基
盤
作
り
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
法
人
文
書
フ
ァ
イ

ル
管
理
簿
の
調
製
及
び
廃
棄
簿
の
作
成
な
ど
、
保
存
期
間
満
了
前
の
い
わ
ゆ
る
現

用
文
書
に
関
す
る
業
務
を
担
う
現
状
を
報
告
し
、
一
元
的
文
書
管
理
の
実
際
に
つ

い
て
、
二
年
目
の
成
果
を
ま
と
め
今
後
の
業
務
に
活
か
す
手
が
か
り
と
し
た
い
。

一
　
法
人
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
基
づ
く
文
書
管
理

　

本
学
の
法
人
文
書
管
理
は
、
法
人
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
（
以
下
、「
シ
ス
テ
ム
」

と
い
う
。）
の
運
用
に
よ
り
実
施
し
て
い
る
。
シ
ス
テ
ム
は
、
全
学
情
報
共
有
基

盤
シ
ス
テ
ム
の
う
ち
フ
ァ
イ
ル
管
理
に
関
す
る
部
分
を
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
て
作
成

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
本
体
部
分
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
一
つ
と
し
て
作
動
し

て
い
る
。
シ
ス
テ
ム
に
登
録
さ
れ
た
フ
ァ
イ
ル
名
等
の
デ
ー
タ
は
、
管
理
者
権
限

に
よ
り
Ｃ
Ｓ
Ｖ
フ
ァ
イ
ル
と
し
て
エ
ク
ス
ポ
ー
ト
し
た
後
、
エ
ク
セ
ル
フ
ァ
イ
ル

は
じ
め
に

　

広
島
大
学
文
書
館
は
、
平
成
二
六
年
四
月
よ
り
広
島
大
学
（
以
下
、「
本
学
」

と
い
う
。）
の
法
人
文
書
の
管
理
に
関
す
る
業
務
を
財
務
・
総
務
室
総
務
グ
ル
ー

プ
よ
り
引
き
継
ぎ
、
今
年
二
年
目
を
迎
え
た
。
平
成
二
三
年
四
月
に
公
文
書
等
の

管
理
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
一
年
法
律
第
六
六
号
、
以
下
、「
公
文
書
管
理
法
」

と
い
う
。）
に
基
づ
く
「
国
立
公
文
書
館
等
」
の
指
定
を
受
け
、
移
管
さ
れ
た
法

人
文
書
を
特
定
歴
史
公
文
書
等
と
し
て
保
存
管
理
す
る
の
み
な
ら
ず
、
保
存
期
間

満
了
前
の
法
人
文
書
を
管
理
す
る
機
能
を
有
す
る
こ
と
と
な
り
、
こ
の
こ
と
を
以

て
本
学
の
法
人
文
書
を
保
存
期
間
満
了
の
前
後
に
か
か
わ
ら
ず
一
元
的
に
管
理
す

る
組
織
と
な
っ
た
と
捉
え
て
い
る
。
昨
年
度
は
、
法
人
文
書
管
理
業
務
の
引
き
継

ぎ
を
受
け
て
、
法
人
文
書
管
理
状
況
監
査
に
参
画
す
る
と
い
う
新
た
な
業
務
も
加

わ
っ
た
。
内
部
監
査
へ
の
参
画
は
、
文
書
の
作
成
か
ら
保
存
管
理
に
至
る
ま
で
の

法
人
文
書
の
一
元
的
管
理
に
お
い
て
、
循
環
を
形
成
す
る
大
き
な
要
素
の
一
つ
と

考
え
て
い
る
。

　

本
稿
は
、
こ
う
し
た
昨
年
度
の
大
き
な
変
化
を
踏
ま
え
、
保
存
期
間
満
了
前
と
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へ
の
コ
ン
バ
ー
ト
を
経
て
法
人
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
や
廃
棄
簿
が
作
成
さ
れ
る

こ
と
と
な
る
。
一
般
ユ
ー
ザ
ー
は
、
シ
ス
テ
ム
の
利
用
に
よ
り
フ
ァ
イ
ル
背
表
紙

の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
を
作
成
で
き
る
ほ
か
、
文
書
番
号
の
取
得
や
文
書
の
登
録
、
原
議
書
の

作
成
も
可
能
で
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
に
よ
り
文
書
の
一
覧
等
を
作
成
・
出
力
す
る
こ
と
も
で

き
る
。

　

文
書
の
作
成
は
、
文
書
主
義
の
原
則
に
照
ら
し
て
欠
か
せ
な
い
業
務
で
あ
り
、

法
人
と
し
て
の
意
思
決
定
過
程
を
記
録
に
残
し
社
会
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
す
た

め
に
も
当
然
不
可
欠
の
も
の
で
あ
る
。
作
成
さ
れ
る
べ
き
文
書
が
き
ち
ん
と
作
成

さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
状
況
は
、
業
務
の
遂
行
上
あ
り
得
な
い
事
態
と
思
わ
れ
る

が
、
シ
ス
テ
ム
の
管
理
を
通
じ
て
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
文
書
の
登
録
状
況
が
把
握
可

能
で
あ
る
こ
と
、
疑
義
が
あ
る
場
合
は
法
人
文
書
管
理
状
況
監
査
等
の
機
会
に
お

い
て
直
接
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
等
に
よ
り
、
文
書
主
義
の
原
則
の
貫
徹

は
担
保
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　

シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
文
書
を
作
成
・
登
録
す
る
場
合
、
法
人
文
書
フ
ァ
イ
ル

管
理
簿
に
お
け
る
大
分
類
・
中
分
類
・
小
分
類
の
分
類
ご
と
に
類
型
化
さ
れ
た

「
公
開
文
書
フ
ァ
イ
ル
名
」
を
選
択
す
る
こ
と
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
設
定
さ
れ

た
保
存
期
限
等
に
基
づ
く
作
成
年
度
や
完
結
年
度
と
と
も
に
文
書
を
登
録
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
本
学
の
シ
ス
テ
ム
は
、
法
人
文
書
管
理
業
務
に
そ
れ
ほ
ど
精
通
し

て
い
な
い
人
で
も
扱
い
や
す
く
工
夫
さ
れ
て
い
る
と
い
う
特
質
が
あ
り
、
こ
う
し

た
シ
ス
テ
ム
全
体
の
考
え
方
及
び
基
本
的
な
操
作
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
は
、
シ

ス
テ
ム
開
発
に
携
わ
っ
た
岡
田
泰
司
氏
の
「
公
文
書
管
理
法
施
行
後
の
法
人
文
書

管
理
及
び
法
人
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
の
運
用
に
つ
い
て
」
を
参
照
さ
れ
た
い（

１
）。

　

公
文
書
管
理
法
の
施
行
後
、
管
理
簿
へ
の
記
載
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
保
存
期
間

満
了
時
の
措
置
は
、
公
開
文
書
フ
ァ
イ
ル
名
に
移
管
か
廃
棄
か
の
措
置
を
紐
づ
け

て
設
定
し
て
い
る
。
措
置
予
定
の
設
定
に
つ
い
て
は
、
公
文
書
管
理
法
施
行
時
の

平
成
二
三
年
度
に
総
務
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
依
頼
が
あ
り
、
以
来
文
書
館
が
担
当
し

設
定
し
て
き
た（

２
）。

　

当
初
の
設
定
方
法
は
、
は
じ
め
に
明
ら
か
に
廃
棄
と
す
べ
き
も
の
を
除
外
し
た

後
、
過
去
の
移
管
実
績
と
保
存
期
間
、
重
要
度
等
の
相
関
関
係
を
あ
る
程
度
類
型

化
し
、
基
本
的
に
は
フ
ァ
イ
ル
一
点
ご
と
に
設
定
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

一
昨
年
度
か
ら
は
、
省
力
化
の
た
め
シ
ス
テ
ム
か
ら
エ
ク
ス
ポ
ー
ト
し
た
Ｃ
Ｓ
Ｖ

フ
ァ
イ
ル
を
エ
ク
セ
ル
に
コ
ン
バ
ー
ト
す
る
際
一
括
し
て
割
り
当
て
る
こ
と
と
し

て
い
る
。
こ
の
方
法
は
、
フ
ァ
イ
ル
点
数
が
今
後
増
大
し
よ
う
と
も
対
応
が
容
易

で
あ
る
と
い
う
利
点
が
あ
る
。

　

一
方
で
、
こ
の
扱
い
は
、
措
置
予
定
の
設
定
と
い
う
動
作
が
シ
ス
テ
ム
に
パ
ッ

ケ
ー
ジ
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
た
め
、
シ
ス
テ
ム
デ
ー
タ
と
し
て
組
み
込
む
こ
と

が
で
き
ず
、
一
度
エ
ク
セ
ル
フ
ァ
イ
ル
化
し
た
デ
ー
タ
に
後
か
ら
貼
り
付
け
る
と

い
う
方
法
に
起
因
す
る
次
善
の
策
で
も
あ
る
。
一
度
設
定
し
た
内
容
が
翌
年
以
降

の
法
人
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
に
引
き
継
が
れ
な
い
た
め
、
シ
ス
テ
ム
か
ら
エ
ク

ス
ポ
ー
ト
し
た
デ
ー
タ
に
そ
の
都
度
貼
り
付
け
る
必
要
が
あ
り
、
こ
の
作
業
が
思

い
の
ほ
か
か
な
り
の
手
間
を
要
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

公
開
文
書
フ
ァ
イ
ル
名
ご
と
に
移
管
か
廃
棄
か
を
定
め
る
と
い
う
現
行
の
方
法

は
、
同
じ
公
開
文
書
フ
ァ
イ
ル
名
で
あ
っ
て
も
結
果
が
異
な
る
こ
と
が
あ
り
、
あ

く
ま
で
選
別
・
移
管
作
業
時
に
全
て
確
認
す
る
作
業
と
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て

運
用
可
能
な
方
法
で
あ
る
と
考
え
て
い
る（

３
）。

な
お
、
作
成
部
局
等
ま
た
は
管
理
担

当
部
局
等
に
お
い
て
、
法
人
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
に
記
載
さ
れ
た
移
管
か
廃
棄
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か
の
値
を
変
更
し
た
い
場
合
は
、
法
人
文
書
フ
ァ

イ
ル
管
理
簿
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
に
あ

た
っ
て
内
容
の
確
認
依
頼
を
行
う
際
に
修
正
可
能

で
あ
り
、
要
望
が
あ
れ
ば
、
そ
の
都
度
対
応
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

　

法
人
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
の
管
理
に
関
す
る
業

務
は
、
文
書
館
の
新
た
な
業
務
と
な
っ
た
も
の
の

一
つ
で
あ
る
が
、
シ
ス
テ
ム
の
動
作
を
修
正
し
、

使
い
や
す
く
改
善
し
て
い
く
作
業
も
欠
か
せ
な
い

と
考
え
て
い
る
。
昨
年
度
か
ら
、
総
務
グ
ル
ー
プ

及
び
情
報
化
推
進
グ
ル
ー
プ
と
と
も
に
全
学
情
報

共
有
基
盤
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
の
定
例
打
合
せ
会

に
参
加
し
、
改
善
の
要
望
を
伝
え
る
機
会
を
得
て

い
る
。
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
は
、
シ
ス
テ
ム
全
体

の
一
ア
プ
リ
の
た
め
、
単
独
で
改
修
す
る
こ
と
は

難
し
く
、
現
状
で
は
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
範
囲
内
で

当
初
仕
様
の
微
調
整
に
よ
る
対
応
と
な
っ
て
い

る
。
そ
れ
で
も
、
今
年
度
改
善
を
み
た
成
果
と
し

て
、
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
タ
ブ
か
ら
編
集
画
面
へ
の

遷
移
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
（
図
１
）、
法
人
文

書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
の
検
索
機
能
が
追
加
さ
れ
た

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
管
理
者
権
限
に
お

い
て
備
考
欄
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
今
後

図１　法人文書管理システムにおける編集画面　管理簿から編集画面への遷移



― 68―

村上淳子　　広島大学文書館における法人文書管理の現状と課題

は
デ
ー
タ
上
に
延
長
措
置
履
歴
等
の
メ
モ
を
残
す
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と

も
、
改
善
点
の
一
つ
で
あ
る
。

　

ハ
ー
ド
面
の
改
修
と
と
も
に
、
ユ
ー
ザ
ー
側
に
対
す
る
利
用
方
法
の
説
明
と
い

う
ソ
フ
ト
面
の
対
応
も
必
要
と
考
え
て
い
る
。シ
ス
テ
ム
の
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、

文
書
管
理
に
つ
い
て
の
初
歩
的
な
事
項
―
―
ご
く
当
た
り
前
す
ぎ
て
今
更
言
及
さ

れ
る
こ
と
も
な
い
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
―
―
を
踏
ま
え
て
い
れ
ば
、
各
段
に
効
率

的
な
運
用
が
可
能
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、文
書
に
は
保
存
期
間
が
あ
り
、

規
則
に
基
づ
い
て
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
法
人
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
に
お
い

て
フ
ァ
イ
ル
名
や
作
成
時
期
、
満
了
時
期
等
の
情
報
が
公
開
さ
れ
、
情
報
公
開
請

求
に
関
係
す
る
こ
と
、
出
勤
簿
等
を
除
く
ほ
と
ん
ど
の
フ
ァ
イ
ル
が
年
度
単
位
で

管
理
さ
れ
る
こ
と
等
、
ご
く
基
本
的
な
事
柄
を
抑
え
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

そ
し
て
、
フ
ァ
イ
ル
現
物
と
シ
ス
テ
ム
の
デ
ー
タ
が
合
致
す
る
よ
う
、
シ
ス
テ
ム

の
デ
ー
タ
を
修
正
し
た
場
合
は
、
フ
ァ
イ
ル
現
物
に
つ
い
て
も
背
表
紙
を
修
正
す

る
こ
と
等
、
登
録
後
の
確
認
作
業
を
継
続
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

普
段
の
業
務
の
優
先
順
位
に
お
い
て
後
回
し
に
な
り
が
ち
な
文
書
管
理
に
つ
い

て
、
少
し
の
心
掛
け
で
効
率
的
に
実
施
で
き
る
こ
と
を
実
感
で
き
れ
ば
、
シ
ス
テ

ム
と
の
相
乗
効
果
に
よ
り
適
切
な
文
書
管
理
の
実
現
が
期
待
で
き
る
の
で
あ
る
。

二
　
法
人
文
書
選
別
・
移
管
作
業
の
実
際

　

本
学
に
お
け
る
法
人
文
書
管
理
業
務
の
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
次
の
通
り
で

あ
る（

４
）。

　

四
月　

法
人
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載

　

五
月　

法
人
文
書
及
び
個
人
情
報
の
管
理
に
関
す
る
点
検
の
依
頼（
全
学
向
け
）

　
　
　
　

�

法
人
文
書
管
理
状
況
調
査
、
特
定
歴
史
公
文
書
等
利
用
等
に
関
す
る
状

況
調
査
作
業
依
頼
（
内
閣
府
公
文
書
管
理
課
、
七
月
〆
切
）

　

七
月　

法
人
文
書
廃
棄
簿
作
成
依
頼
の
送
付
（
全
学
向
け
）

　

八
月　

�

法
人
文
書
廃
棄
簿
作
成
依
頼
に
係
る
選
別
・
移
管
作
業
日
程
調
整
実
施

及
び
廃
棄
簿
（
案
）
提
出
〆
切

　

九
月
～
一
〇
月　

法
人
文
書
選
別
・
移
管
作
業
実
施

　

一
一
月　

法
人
文
書
廃
棄
簿
提
出
〆
切

　

一
一
月
～
翌
年
一
月　

随
時
法
人
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
の
修
正
作
業
実
施

　

二
月　

�

法
人
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
の
公
開
に
係
る
確
認
依
頼
実
施
（
全
学
向

け
）

　

三
月　

法
人
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
へ
の
登
録
に
係
る
周
知
実
施

　

右
に
示
し
た
の
は
、
業
務
全
体
の
中
の
法
人
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
作
成
に
係

る
部
分
に
特
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
移
管
さ
れ
た
文
書
の
目
録
作
成

や
配
架
作
業
、
移
管
文
書
目
録
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
、

閲
覧
利
用
及
び
学
内
の
業
務
利
用
対
応
、
各
種
研
修
の
実
施
等
の
「
国
立
公
文
書

館
等
」
と
し
て
実
施
す
べ
き
業
務
が
あ
り
、
さ
ら
に
法
人
文
書
管
理
状
況
監
査
等

の
監
査
業
務
、
書
庫
整
理
支
援
や
文
書
整
理
支
援
業
務
も
随
時
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
法
人
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
デ
ー
タ
の
修
正
や
、
変
更
等
の
依
頼
に
対
応
す
る

こ
と
も
、
新
た
に
文
書
館
の
業
務
と
し
て
加
わ
っ
た
事
項
で
あ
る
。

　

以
下
、
具
体
的
な
業
務
の
概
要
に
つ
い
て
、
文
書
作
成
及
び
シ
ス
テ
ム
へ
の
登
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録
、
選
別
・
移
管
作
業
に
つ
い
て
説
明
し
た
い
。

　

法
人
文
書
選
別
・
移
管
作
業
は
、
七
月
下
旬
に
全
学
に
向
け
て
法
人
文
書
廃
棄

簿
作
成
依
頼
を
送
付
し
ス
タ
ー
ト
す
る
。
各
部
局
等
か
ら
の
廃
棄
簿
（
案
）
の
提

出
及
び
日
程
調
整
を
経
た
後
、
九
月
、
一
〇
月
の
二
か
月
間
に
わ
た
っ
て
対
象
組

織
を
全
て
訪
問
す
る
。
お
お
む
ね
各
部
局
等
は
九
月
、
法
人
本
部
等
は
一
〇
月
に

か
け
て
実
施
し
、別
途
契
約
や
経
理
等
を
担
当
す
る
会
計
系
の
組
織
に
つ
い
て
は
、

翌
年
度
か
ら
の
保
存
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
と
い
う
都
合
上
、
年
度
末
に
実
施
す
る
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
い
る
。

　

作
業
は
、
次
の
よ
う
な
流
れ
で
行
っ
て
い
る
。

①�

文
書
館
は
、
当
該
年
度
に
保
存
期
間
満
了
と
な
る
廃
棄
対
象
文
書
を
抽
出
し
措

置
予
定
列
を
付
記
し
た
廃
棄
簿
（
案
）
リ
ス
ト
（
エ
ク
セ
ル
フ
ァ
イ
ル
）
を
作

成
し
、
各
部
局
等
へ
措
置
予
定
を
照
会

②�

各
部
局
等
は
、
廃
棄
簿
（
案
）
の
デ
ー
タ
と
法
人
文
書
フ
ァ
イ
ル
の
現
物
を
突

合
し
、
措
置
予
定
列
に
移
管
、
廃
棄
、
ま
た
は
延
長
の
い
ず
れ
か
を
記
入
し
文

書
館
へ
提
出

③�

廃
棄
簿
（
案
）
の
提
出
と
並
行
し
て
作
業
日
程
を
調
整
（
週
ご
と
に
作
業
日
程

を
割
り
振
り
、
当
該
週
で
実
施
可
能
な
日
時
を
回
答
し
て
も
ら
う
方
式
）

④�

各
部
局
等
は
、 

作
業
当
日
ま
で
に
廃
棄
簿 

（
案
） 

に
記
載
さ
れ
た
ナ
ン
バ
ー 

（
Ｉ
Ｄ
に
相
当
す
る
数
値
）
を
フ
ァ
イ
ル
現
物
に
付
箋
等
で
貼
付
し
、
会
議
室

等
の
作
業
場
所
へ
集
積

⑤�

文
書
館
は
、
専
門
職
員
・
事
務
補
佐
員
の
二
名
体
制
で
台
車
及
び
運
搬
用
折
り

畳
み
ブ
ル
ー
ケ
ー
ス
を
持
っ
て
各
業
務
組
織
を
訪
問
（
専
門
職
員
一
名
で
訪
問

す
る
場
合
も
あ
り
）

⑥�

文
書
館
と
各
部
局
等
は
、
措
置
予
定
を
協
議
し
、
廃
棄
か
移
管
、
ま
た
は
延
長

か
を
確
定
す
る
。
廃
棄
と
確
定
し
た
フ
ァ
イ
ル
に
は
「
廃
棄
可
」
シ
ー
ル
を
貼

付
す
る
。
延
長
の
フ
ァ
イ
ル
に
は
直
径
８
㎜
の
タ
ッ
ク
シ
ー
ル
を
貼
付
、
移
管

の
フ
ァ
イ
ル
は
そ
の
場
で
ブ
ル
ー
ケ
ー
ス
に
積
み
込
み
搬
出

⑦�

後
日
、
文
書
館
は
、
確
定
し
た
措
置
予
定
を
記
載
し
た
「
廃
棄
簿
（
案
）（
措

置
確
定
）」
リ
ス
ト
を
作
成
し
各
部
局
等
へ
送
付

⑧�

各
部
局
等
は
、「
廃
棄
簿
（
案
）（
措
置
確
定
）」
リ
ス
ト
を
元
に
廃
棄
簿
を
作

成
し
、
総
括
文
書
管
理
者
宛
（
送
付
先
は
文
書
館
）
に
提
出

⑨�

各
部
局
等
は
、「
廃
棄
可
」
シ
ー
ル
が
貼
付
さ
れ
た
フ
ァ
イ
ル
を
適
切
に
廃
棄

す
る

⑩�

文
書
館
は
、提
出
さ
れ
た
廃
棄
簿
を
元
に
シ
ス
テ
ム
デ
ー
タ
等
を
逐
次
修
正
し
、

措
置
結
果
を
管
理
簿
に
反
映
さ
せ
る

　

実
際
に
訪
問
す
る
業
務
組
織
は
、
広
島
市
内
の
霞
地
区
や
東
千
田
地
区
、
福
山

市
や
三
原
市
、
広
島
市
内
に
所
在
す
る
附
属
学
校
、
東
広
島
キ
ャ
ン
パ
ス
の
各
部

局
等
、
各
セ
ン
タ
ー
等
を
含
め
四
〇
ヵ
所
以
上
に
の
ぼ
る
。
法
人
本
部
以
外
の
各

業
務
組
織
へ
は
、
専
門
職
員
が
法
人
本
部
の
公
用
車
を
運
転
し
て
訪
問
し
て
い

る
。
な
お
、
公
用
車
の
燃
料
費
等
は
、
今
の
と
こ
ろ
全
学
の
管
理
経
費
と
し
て
按

分
さ
れ
て
い
る
。

　

移
管
文
書
の
受
入
れ
方
法
は
、
選
別
・
移
管
作
業
に
お
い
て
移
管
と
決
定
し
た

フ
ァ
イ
ル
を
そ
の
場
で
持
ち
帰
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
移
管
文
書
と
す
る
か
否
か

の
判
断
は
、
移
管
基
準
を
参
考
に
あ
る
程
度
事
前
に
見
通
し
を
立
て
て
準
備
す
る
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も
の
の
、
現
物
を
確
認
し
た
う
え
で
担
当
者
に
業
務
の
内
容
を
尋
ね
て
決
定
す
る

場
合
が
多
い
。
判
断
の
た
め
の
時
間
が
短
く
、
じ
っ
く
り
余
裕
を
も
っ
て
確
認
し

た
い
が
実
際
は
難
し
い
と
い
う
問
題
点
は
残
る
が
、
こ
の
方
法
で
は
廃
棄
対
象
の

フ
ァ
イ
ル
を
プ
ー
ル
す
る
ス
ペ
ー
ス
が
不
要
で
あ
る
ほ
か
、
運
搬
の
た
め
の
労
力

も
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
受
入
れ
た
法
人
文
書
は
、
保
存
の
た
め
の

措
置
を
施
し
た
後
、
目
録
作
成
の
う
え
受
入
れ
か
ら
一
年
以
内
に
配
架
す
る
こ
と

と
な
る
。
廃
棄
と
確
定
し
た
フ
ァ
イ
ル
の
廃
棄
作
業
は
、
各
業
務
組
織
に
お
い
て

責
任
を
も
っ
て
実
施
す
る
よ
う
依
頼
し
て
い
る
。

　

廃
棄
簿
の
作
成
は
、総
括
文
書
管
理
者
か
ら
文
書
管
理
者
宛
に
依
頼
さ
れ
る
が
、

実
際
の
選
別
・
移
管
作
業
に
お
い
て
対
象
と
な
る
フ
ァ
イ
ル
を
準
備
す
る
の
は
そ

れ
ぞ
れ
の
業
務
の
担
当
者
で
あ
り
、
各
担
当
の
と
り
ま
と
め
の
窓
口
と
な
る
担
当

者
（
ほ
と
ん
ど
の
場
合
総
務
担
当
）
が
廃
棄
簿
作
成
を
担
当
し
て
い
る
。
担
当
者

に
よ
っ
て
作
業
効
率
が
向
上
す
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
そ
の
逆
も
あ
る
と
い
う
の
が

実
態
で
あ
る
。
こ
こ
数
年
の
印
象
で
は
、
作
業
の
段
取
り
に
つ
い
て
特
段
引
き
継

ぎ
が
行
わ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
せ
っ
か
く
蓄
積
さ
れ
た
改
善
点
に
つ
い
て
、
担

当
者
が
替
わ
れ
ば
ゼ
ロ
か
ら
や
り
直
し
と
な
る
場
合
が
少
な
か
ら
ず
見
受
け
ら
れ

る
状
況
に
あ
る
。
例
え
ば
、
作
業
当
日
ま
で
に
対
象
フ
ァ
イ
ル
を
地
下
の
書
庫
か

ら
一
階
の
会
議
室
へ
集
め
、
廃
棄
簿
案
リ
ス
ト
に
沿
っ
て
順
番
に
き
ち
ん
と
並
べ

ら
れ
て
い
た
た
め
作
業
が
非
常
に
ス
ム
ー
ズ
に
進
ん
で
い
た
部
局
等
に
お
い
て
、

異
動
に
よ
り
担
当
者
が
替
わ
っ
た
後
、
地
下
書
庫
で
作
業
す
る
状
態
に
戻
っ
て
し

ま
っ
た
と
い
う
事
例
が
あ
っ
た
。

　

選
別
・
移
管
作
業
は
、
全
学
的
に
み
れ
ば
か
な
り
効
率
化
が
図
ら
れ
て
き
た
と

い
え
る
も
の
の
、
ま
だ
ま
だ
改
善
の
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
廃
棄
簿
作
成
の

依
頼
に
あ
た
っ
て
は
、
Ｉ
Ｄ
を
付
箋
等
で
貼
付
し
て
廃
棄
簿
案
と
現
物
と
の
照
合

を
容
易
に
す
る
こ
と
等
を
具
体
的
に
画
像
で
示
し
つ
つ
依
頼
し
て
お
り
、
担
当
者

の
異
動
が
あ
っ
た
場
合
な
ど
は
、
選
別
・
移
管
作
業
へ
の
対
応
に
つ
い
て
も
業
務

引
き
継
ぎ
を
行
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
の
が
感
想
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
今
年
度
、
特
に
文
書
管
理
体
制
の
改
善
に
つ
い
て
特
筆
す
べ
き

成
果
を
上
げ
た
の
が
霞
地
区
運
営
支
援
部
の
取
り
組
み
で
あ
る
。
前
年
度
か
ら
空

き
ス
ペ
ー
ス
を
書
庫
へ
と
改
装
す
る
等
の
文
書
管
理
全
般
へ
の
対
応
を
推
進
し

着
々
と
準
備
を
進
め
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
管
理
状
況
が
格
段
に
改
善
さ
れ
た
。

取
り
組
み
の
具
体
例
は
、
学
生
支
援
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
の
主
導
の
も
と
、
総
務

グ
ル
ー
プ
文
書
管
理
担
当
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
の
協
力
に
よ
り
実
現
し
た
も

の
で
あ
り
、
担
当
者
の
体
験
談
等
を
交
え
模
範
的
な
事
例
と
し
て
学
内
研
修
等
の

場
で
紹
介
す
る
機
会
を
も
う
け
た
い
と
考
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
試
み
が
、
全
学

へ
の
刺
激
と
な
る
と
と
も
に
、よ
い
影
響
が
波
及
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

三
　
法
人
文
書
の
管
理
の
実
態
と
そ
の
問
題
点

　

昨
年
六
月
の
業
務
組
織
改
編
に
よ
り
、法
人
本
部
に
共
通
事
務
室
が
設
置
さ
れ
、

会
計
関
係
の
事
務
が
本
部
に
集
約
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
医
歯
薬
保
健
学
研
究

科
及
び
附
属
病
院
が
所
在
す
る
広
島
市
内
霞
地
区
に
お
い
て
も
、
会
計
関
係
業
務

組
織
の
集
約
等
の
改
編
が
行
わ
れ
た
。
組
織
の
改
編
は
、
事
務
室
の
引
っ
越
し
の

み
な
ら
ず
、
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
法
人
文
書
フ
ァ
イ
ル
の
移
動
や
管
理
担
当
グ

ル
ー
プ
名
の
変
更
等
が
必
要
で
あ
り
、
文
書
管
理
に
お
い
て
も
大
き
な
影
響
を
伴

う
も
の
で
あ
っ
た
。
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こ
の
度
の
業
務
組
織
の
改
編
で
は
、
組
織
に
よ
っ
て
は
新
た
な
事
務
ス
ペ
ー
ス

に
対
し
て
人
員
が
増
大
し
た
一
方
、
圧
倒
的
に
書
庫
ス
ペ
ー
ス
が
狭
量
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
既
存
の
所
蔵
フ
ァ
イ
ル
数
を
減
ら
す
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
っ
た
。

対
応
策
の
一
環
と
し
て
、
旧
管
財
課
か
ら
共
通
事
務
室
へ
引
き
継
が
れ
る
予
定
で

あ
っ
た
保
存
期
間
満
了
前
の
フ
ァ
イ
ル
を
含
む
三
八
五
点
を
文
書
館
へ
一
括
し
て

移
管
す
る
こ
と
が
協
議
さ
れ
た
。
保
存
期
間
満
了
前
の
文
書
の
文
書
館
へ
の
移
管

は
、
広
島
大
学
法
人
文
書
の
分
類
、
保
存
、
重
要
度
、
移
管
及
び
廃
棄
等
に
関
す

る
細
則
第
六
条
の
規
程
に
基
づ
き
、
従
前
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
措
置
で
あ
る
。

今
般
、
文
書
館
が
保
存
期
間
満
了
前
の
法
人
文
書
管
理
も
行
う
組
織
と
な
っ
た
こ

と
で
、
業
務
組
織
に
対
す
る
利
便
性
を
高
め
る
役
割
が
い
っ
そ
う
求
め
ら
れ
、
保

存
期
間
満
了
前
移
管
等
の
需
要
が
ま
す
ま
す
増
大
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
組
織
改
編
に
伴
う
文
書
管
理
上
の
問
題
と
し
て
、
各
部
局
等
に
お

け
る
会
計
関
係
の
フ
ァ
イ
ル
に
つ
い
て
、
フ
ァ
イ
ル
の
現
物
が
各
部
局
等
に
保
管

さ
れ
て
い
る
た
め
、
担
当
者
が
法
人
本
部
棟
か
ら
各
部
局
等
へ
出
向
い
て
対
応
す

る
必
要
が
あ
る
と
い
う
過
渡
的
な
状
況
が
あ
る
。
今
年
度
の
選
別
・
移
管
作
業
時

に
お
い
て
も
、
法
人
本
部
棟
か
ら
部
局
へ
移
動
し
て
待
機
し
て
い
て
も
ら
う
か
、

ま
た
は
呼
び
出
し
て
来
て
も
ら
う
と
い
う
局
面
が
あ
っ
た
。
現
在
各
部
局
等
に
残

る
フ
ァ
イ
ル
の
保
存
期
間
が
満
了
す
れ
ば
解
決
す
る
事
態
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
う

し
た
状
況
は
当
面
続
く
と
思
わ
れ
る
。

　

シ
ス
テ
ム
の
構
造
に
左
右
さ
れ
る
問
題
も
み
ら
れ
た
。
今
年
度
は
、
平
成
二
一

年
度
の
シ
ス
テ
ム
本
格
稼
働
か
ら
六
年
が
経
過
し
、
保
存
期
間
五
年
の
法
人
文
書

フ
ァ
イ
ル
が
満
了
時
期
を
迎
え
る
年
に
当
た
っ
て
い
た
。
保
存
期
間
五
年
の
フ
ァ

イ
ル
は
、
作
成
文
書
の
な
か
で
も
繰
り
返
し
継
続
的
に
作
成
さ
れ
る
も
の
が
多

い
。
こ
の
た
め
、
保
存
期
間
が
一
年
乃
至
三
年
の
作
成
文
書
が
満
了
時
期
を
迎
え

た
際
と
は
異
な
り
、
予
想
外
の
事
象
が
表
面
化
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
り
、 

シ
ス
テ
ム
に
登
録
さ
れ
た
デ
ー
タ
は
一
点
毎
に
Ｉ
Ｄ

が
付
与
さ
れ
、
法
人
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
の
フ
ァ
イ
ル
名
と
実
際
の
現
物
の

フ
ァ
イ
ル
名
が
一
致
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
管
理
が
容
易
に
な
る
と
見
込
ん
で

い
た
。
例
外
と
し
て
、
フ
ァ
イ
ル
名
が
同
じ
で
分
冊
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

同
じ
Ｉ
Ｄ
を
利
用
し
て
背
表
紙
を
作
成
し
、
最
終
的
に
全
何
冊
と
い
う
情
報
が
わ

か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
れ
ば
よ
い
と
い
う
運
用
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
今
回
表

面
化
し
た
の
は
、
一
つ
の
Ｉ
Ｄ
か
ら
年
度
を
変
え
て
背
表
紙
を
作
成
し
た
事
例
で

あ
る
。

　

例
え
ば 

「
出
張
報
告
書   

平
成
二
一
年
度
」 

と
い
う
フ
ァ
イ
ル
を
作
成
す
る
場

合
、 

登
録
年
度
は
二
〇
〇
九
年
度
、 

出
張
に
関
す
る
文
書
の
保
存
期
間
は
五
年
で
あ

る
こ
と
か
ら
、 

単
年
度
完
結
で
あ
れ
ば
満
了
時
期
は
二
〇
一
五
年
三
月
三
一
日
と
な

る
。
シ
ス
テ
ム
で
は
、 

二
〇
〇
九
年
の
登
録
の
場
合 

「
０
９

－

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
」

と
い
う
西
暦
の
下
二
桁
に
七
桁
の
数
字
を
組
み
合
わ
せ
た
Ｉ
Ｄ
が
付
与
さ
れ
る
。

　

問
題
と
な
っ
た
の
は
、既
に
作
成
済
み
の
デ
ー
タ
を
利
用
し
、編
集
画
面
で
フ
ァ

イ
ル
名
の
年
度
の
部
分
を
平
成
二
二
年
度
以
降
順
次
二
七
年
度
ま
で
書
き
換
え
、

背
表
紙
を
出
力
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
シ
ス
テ
ム
上
は
、
最
終
的
に
上
書
き

さ
れ
た
情
報
だ
け
が
残
る
た
め
、
Ｉ
Ｄ
が
「
０
９

－

」
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
フ
ァ

イ
ル
名
が
「
出
張
報
告
書　

平
成
二
七
年
度
」、
登
録
年
度
が
二
〇
一
五
年
度
、

完
結
年
度
が
二
〇
二
一
年
三
月
三
一
日
と
い
う
デ
ー
タ
が
残
り
、
平
成
二
二
年
度

か
ら
二
六
年
度
ま
で
の
デ
ー
タ
は
登
録
さ
れ
て
い
な
い
状
態
と
な
っ
て
し
ま
う
。

書
庫
に
は
、
同
じ
「
０
９

－

」
の
Ｉ
Ｄ
か
ら
生
成
さ
れ
た
背
表
紙
が
使
用
さ
れ
た
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フ
ァ
イ
ル
が
存
在
し
て
い
る
。
し
か
し
、
法
人
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
に
対
応
す

る
デ
ー
タ
が
な
い
た
め
、
保
存
期
間
が
満
了
時
期
を
迎
え
て
も
廃
棄
対
象
文
書
と

し
て
デ
ー
タ
抽
出
が
な
さ
れ
ず
、
現
物
の
フ
ァ
イ
ル
は
シ
ス
テ
ム
に
登
録
さ
れ
た

事
実
が
な
い
の
に
存
在
す
る
と
い
う
宙
ぶ
ら
り
ん
の
状
態
で
書
庫
に
残
り
続
け
る

こ
と
と
な
っ
て
し
ま
う
。

　

こ
れ
は
、
法
人
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
の
デ
ー
タ
一
点
に
対
し
一
つ
の
Ｉ
Ｄ
を

付
与
す
る
と
い
う
基
本
的
な
考
え
方
や
、
年
度
に
よ
る
管
理
と
い
う
考
え
方
が
理

解
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
み
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
事
例
は
ご
く
限
ら

れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
シ
ス
テ
ム
の
利
用
に
よ
り
文
書
管
理
が
必
ず
し

も
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
例
示
す
る
も
の
で
あ
り
、
シ
ス
テ
ム

だ
け
に
頼
っ
て
は
い
け
な
い
と
痛
感
し
て
い
る
。
こ
の
事
例
が
み
ら
れ
た
一
部
の

部
局
等
に
お
い
て
は
、
文
書
管
理
を
担
当
す
る
総
務
担
当
者
が
シ
ス
テ
ム
の
登
録

の
仕
方
に
つ
い
て
改
め
て
周
知
す
る
文
面
を
作
成
し
、
グ
ル
ー
プ
内
部
へ
通
知
す

る
等
の
対
策
を
講
じ
た
た
め
、
通
知
後
こ
う
し
た
ケ
ー
ス
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
て

い
る
。

　

登
録
さ
れ
た
デ
ー
タ
と
現
物
の
フ
ァ
イ
ル
と
を
文
書
管
理
担
当
者
、
文
書
管
理

者
の
レ
ベ
ル
で
棚
卸
し
す
る
機
会
が
あ
れ
ば
、
も
っ
と
早
い
時
期
に
修
正
で
き
て

い
た
か
も
し
れ
ず
、
少
な
く
と
も
事
務
室
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
に
お
け
る
一
次
管
理
の

段
階
か
ら
書
庫
へ
移
す
二
次
管
理
の
前
の
段
階
で
、
管
理
簿
と
実
際
の
フ
ァ
イ
ル

と
を
確
認
す
る
作
業
が
不
可
欠
と
い
え
る
。
た
だ
、
現
状
で
は
そ
う
し
た
余
裕
が

な
い
の
が
実
態
と
思
わ
れ
、
悩
ま
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
文
書
管
理
に
は
、
シ
ス

テ
ム
に
よ
る
管
理
の
み
な
ら
ず
、
不
断
に
確
認
す
る
人
の
目
が
不
可
欠
で
あ
る
と

い
え
る
。

　

ま
た
、
保
存
期
間
三
〇
年
の
特
許
関
係
の
法
人
文
書
フ
ァ
イ
ル
に
つ
い
て
、
実

際
の
フ
ァ
イ
ル
管
理
の
仕
方
が
年
度
単
位
で
は
な
い
た
め
、
法
人
文
書
フ
ァ
イ
ル

管
理
簿
の
登
録
内
容
を
修
正
し
た
い
と
い
う
要
望
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
情
報
公

開
法
施
行
時
に
作
成
さ
れ
た
現
行
の
デ
ー
タ
で
は
、
複
数
年
の
範
囲
の
フ
ァ
イ
ル

と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
実
際
は
数
百
に
も
の
ぼ
る
個
人
名
単
位
で
個

別
に
フ
ァ
イ
ル
が
作
成
さ
れ
、
業
務
の
完
了
後
に
完
結
年
度
を
設
定
す
る
こ
と
と

な
る
た
め
、
保
存
期
限
が
未
設
定
の
状
態
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

業
務
の
性
質
上
、 

フ
ァ
イ
ル
の
作
成
時
期
が
同
じ
で
も
完
結
年
度
が
多
様
で
あ
る
た

め
年
度
で
ま
と
め
る
こ
と
は
不
可
能
と
い
う
事
情
に
よ
り
、 

一
フ
ァ
イ
ル
一
Ｉ
Ｄ
と

す
る
文
書
管
理
が
難
し
い
と
い
う
事
例
で
あ
る
。
登
録
方
法
と
し
て
、
法
人
文
書

フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
の
デ
ー
タ
一
つ
に
対
し
、
作
成
時
期
の
最
も
古
い
も
の
を
起
点

と
し
て
完
結
年
度
を
定
め
ず
「
○
年
～
」
と
の
み
記
載
す
る
方
法
も
考
え
ら
れ
る

も
の
の
、
決
し
て
満
了
す
る
こ
と
が
な
い
法
人
文
書
フ
ァ
イ
ル
と
な
っ
て
し
ま

う
。
そ
こ
で
、
担
当
者
と
協
議
し
、
一
〇
年
ご
と
に
完
結
年
度
を
区
切
っ
て
定
期

的
に
確
認
を
と
る
よ
う
訂
正
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
う
し
た
知
的
財
産
に
関
す
る

フ
ァ
イ
ル
は
、
事
務
室
の
施
錠
可
能
な
保
管
庫
に
整
然
と
配
架
さ
れ
適
切
な
管
理

が
実
施
さ
れ
て
い
る
た
め
、
管
理
上
何
ら
問
題
な
い
と
考
え
て
い
る
。
た
だ
し
、

よ
り
現
実
に
沿
っ
た
最
善
の
方
法
を
追
究
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

電
子
デ
ー
タ
と
紙
媒
体
の
関
係
を
整
理
す
る
こ
と
も
、
昨
年
度
か
ら
の
作
業
を

通
じ
て
大
き
な
課
題
の
一
つ
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
留
学

生
関
係
の
法
人
文
書
フ
ァ
イ
ル
に
つ
い
て
、
正
規
か
非
正
規
か
、
国
費
か
私
費
か
、

在
籍
時
期
は
何
時
か
等
に
よ
っ
て
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
デ
ー
タ
が
作
成
さ
れ
て
い
る

も
の
が
あ
り
、
紙
媒
体
で
残
す
べ
き
も
の
を
ど
の
よ
う
に
判
断
す
る
の
が
よ
い
か
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と
い
う
問
題
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
学
籍
に
関
す
る
情
報
は
、
国
立
大
学
法
人
化
以

降
は
全
て
電
子
デ
ー
タ
と
し
て
学
籍
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
に
登
録
さ
れ
て
い
る
と

い
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、学
内
シ
ス
テ
ム
に
存
在
す
る
電
子
デ
ー
タ
そ
の
も
の
を
、

現
行
の
法
人
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
管
理
す
べ
き
か
、
本
格

的
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

　

本
学
に
お
い
て
は
、
作
成
さ
れ
る
べ
き
文
書
は
作
成
さ
れ
、
法
人
文
書
管
理
シ

ス
テ
ム
へ
の
登
録
も
順
調
に
行
わ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
が
、
実
際
に
は
文
書
の

綴
じ
方
や
分
類
等
の
整
理
の
段
階
に
改
善
の
余
地
が
あ
る
こ
と
が
多
い
。
シ
ス
テ

ム
の
導
入
に
よ
り
、
文
書
管
理
の
仕
組
み
が
定
着
し
た
と
は
い
え
、
今
後
も
デ
ー

タ
の
み
に
頼
る
こ
と
な
く
管
理
を
継
続
す
る
必
要
が
あ
る
。

四
　
法
人
文
書
管
理
状
況
に
関
す
る
監
査

　

公
文
書
管
理
法
に
お
い
て
は
、
公
文
書
等
の
管
理
状
況
に
つ
い
て
毎
年
度
内
閣

総
理
大
臣
へ
の
報
告
が
求
め
ら
れ
、
点
検
・
監
査
の
実
施
状
況
も
報
告
事
項
の
一

つ
と
さ
れ
て
い
る
。
点
検
・
監
査
は
、
行
政
文
書
の
管
理
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
毎
年
度
の
実
施
と
結
果
の
報
告
と
が
明
示
さ
れ
て
お
り
、
本
学
に
お
い
て
は

広
島
大
学
法
人
文
書
管
理
規
則
第
六
条
第
二
項
に
監
査
の
実
施
が
規
定
さ
れ
、
平

成
二
三
年
の
公
文
書
管
理
法
施
行
時
よ
り
個
人
情
報
の
管
理
に
関
す
る
点
検
・
監

査
と
併
せ
て
実
施
し
て
い
る
。

　

本
学
で
は
、
毎
年
五
月
に
個
人
情
報
及
び
法
人
文
書
管
理
に
関
す
る
点
検
を
依

頼
す
る
と
と
も
に
、
お
お
む
ね
一
二
月
か
ら
年
明
け
二
月
に
か
け
て
監
査
を
実
施

し
て
い
る
。
点
検
は
、
個
人
情
報
及
び
法
人
文
書
管
理
に
関
す
る
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
を
送
付
し
確
認
を
依
頼
す
る
も
の
で
、
個
人
情
報
管
理
担
当
者
及
び
文
書
管
理

担
当
者
に
お
い
て
実
施
し
て
い
る
。
監
査
は
、
毎
年
一
〇
乃
至
一
五
の
業
務
組
織

を
対
象
と
し
、
各
業
務
組
織
は
お
よ
そ
三
年
に
一
回
の
割
合
で
実
地
監
査
の
対
象

と
な
る
。
文
書
館
の
監
査
へ
の
参
画
は
、
監
査
室
か
ら
の
提
案
に
よ
り
実
現
し
た

も
の
で
、
館
長
及
び
公
文
書
室
長
で
あ
る
専
門
職
員
が
監
査
人
の
指
定
を
受
け
て

担
当
し
、
監
査
室
及
び
総
務
グ
ル
ー
プ
と
と
も
に
各
組
織
を
訪
問
し
て
実
施
し
て

い
る
。
今
年
度
は
、
点
検
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
や
監
査
調
書
の
項
目
に
つ
い
て
、

総
務
グ
ル
ー
プ
と
の
事
前
打
合
せ
を
経
て
文
書
館
か
ら
の
提
案
が
い
く
つ
か
盛
り

込
ま
れ
た
。
今
年
度
の
法
人
文
書
の
管
理
に
関
す
る
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
は
、
次
の

通
り
で
あ
る
（
表
１
）。
な
お
、
こ
の
リ
ス
ト
は
、
全
学
情
報
共
有
基
盤
シ
ス
テ

ム
の
法
人
文
書
管
理
の
ペ
ー
ジ
に
自
己
点
検
用
と
し
て
掲
載
し
て
い
る
。

　

法
人
文
書
管
理
に
関
す
る
監
査
は
、
個
人
情
報
の
管
理
と
密
接
に
関
連
し
て
お

り
、
本
学
の
法
人
文
書
管
理
規
則
に
規
定
す
る
「
重
要
度
」
に
応
じ
て
、
適
切
な

保
存
管
理
が
実
施
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
が
項
目
と
し
て
問
わ
れ
て
い
る
。
重
要

度
は
、
広
島
大
学
法
人
文
書
管
理
規
則
第
一
四
条
第
一
項
に
規
定
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
保
存
方
法
に
つ
い
て
は
広
島
大
学
法
人
文
書
フ
ァ
イ
ル
保
存
要
領
に
例
示
さ

れ
て
い
る
。
最
も
重
要
度
の
高
い
情
報
の
類
型
は
、
人
事
情
報
や
医
療
情
報
、
不

動
産
情
報
、
訴
訟
情
報
の
ほ
か
、
学
籍
・
成
績
情
報
等
の
教
育
機
関
な
ら
で
は
の

情
報
が
含
ま
れ
る
。

　

昨
年
度
の
監
査
で
は
、
監
査
対
象
部
局
等
の
重
要
度
Ⅲ
、
Ⅳ
に
相
当
す
る
法
人

文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
を
抽
出
し
た
リ
ス
ト
を
参
考
に
、
適
切
に
管
理
さ
れ
て
い

る
か
ど
う
か
の
確
認
が
行
わ
れ
た（

５
）。

保
管
場
所
の
不
足
の
た
め
鍵
の
な
い
保
管
庫

を
使
用
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
説
明
も
み
ら
れ
た
が
、
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
や
施
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◆法人文書の管理に関するチェックリスト
＜文書管理者の方は＞
１．部局等で作成・管理している法人文書ファイル等について、点検を行ってください。
２．�点検した項目にチェック（✓）を付け、点検の結果、不適切な事例がある場合は、備考に記載してく
ださい。

報告者（文書管理者）名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
チェック項目 チェック欄

１．管理体制
○文書管理担当者を指名しているか。
○指名している場合、誰を指名しているか。（職・氏名：　　　　　　　　　）

２．法人文書の作成
○法人文書ファイルを新たに作成するときは、法人文書管理システムに登録し、シス
テムの「背表紙」を使用しているか。
○法人文書管理システムに登録したデータに変更がある場合は、システムのデータを
変更・修正し、背表紙を差し替えているか。
○一冊の法人文書ファイルに複数年度の法人文書を綴じるときは、最終年度を完結年
度として法人文書管理システムに設定しているか。
○法人文書管理システムに「控え」で登録するファイルは、出席者として配布を受け
た会議資料を部局等において記録用として保存するファイルのみとしているか。
○個人が業務上参考にするため等の目的で作成している手持ち文書を、法人文書管理
システムに登録していないか。
○一冊の法人文書ファイルに、異なる保存期間、重要度の法人文書を一緒に綴じてい
ないか。

３．法人文書の保存、管理
○紙の法人文書ファイルは、重要度に応じた保存場所に保存しているか。
　　例）　重要度Ⅳ：常時、入退室管理や施錠が可能な部屋、金庫等で保存
○個人の手持ち文書を、事務室の共用の保存場所や書庫に保存していないか。
○電子文書は、重要度に応じ、アクセスできる者を制限して保存しているか。
　　例）　重要度Ⅳ：担当者のみアクセス可能
○異動等に伴う事務引継の際、法人文書ファイルを適切に引き継いだか。
○組織改編や業務の所掌替えがあった場合には、関係するグループ等の間で法人文書
ファイルを適切に引き継ぐとともに、文書管理システム担当者（文書館）に連絡をし
たか。

４．法人文書の廃棄
○文書館の選定を受け、「廃棄」となった法人文書ファイル（廃棄可シールが貼られた
もの）は、速やかに、適切に廃棄しているか。
○保存期間が満了した法人文書ファイルであっても、業務上必要があるため廃棄でき
ないものは、延長の手続きをしているか。
○文書館の選定を受けずに廃棄された法人文書ファイルはないか。

５．研修
○法人文書の適切な管理のために、構成員へ研修への参加をよびかけているか。

６．法人文書の点検
○法人文書ファイル等の保存場所を的確に把握しているか。
○法人文書の作成・管理について、必要に応じ、構成員を指導・監督しているか。
○法人文書に関する規則の改正、通知等を構成員に周知しているか。

備
考

表１　法人文書の管理に関するチェックリスト
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設
面
で
の
改
善
に
つ
い
て
要
求
を
行
う
こ
と
が
監
査
員
よ
り
コ
メ
ン
ト
さ
れ
、
改

善
の
た
め
の
現
状
に
即
し
た
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

　

監
査
報
告
書
で
は
、
ほ
か
に
法
人
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
登
録
さ
れ
る
べ
き
文

書
が
登
録
さ
れ
て
い
な
い
事
案
及
び
、
登
録
す
べ
き
で
な
い
控
え
の
フ
ァ
イ
ル
が

登
録
さ
れ
て
い
る
事
案
が
指
摘
さ
れ
た
。
こ
の
指
摘
を
受
け
た
部
局
等
に
つ
い
て

は
、
文
書
館
に
お
い
て
後
日
シ
ス
テ
ム
へ
の
登
録
を
支
援
し
、
今
年
度
の
法
人
文

書
選
別
・
移
管
作
業
に
お
い
て
文
書
保
管
状
況
を
実
地
に
確
認
し
て
い
る
。
こ
う

し
た
監
査
と
法
人
文
書
選
別
・
移
管
作
業
と
を
連
動
さ
せ
た
対
応
が
可
能
で
あ
る

こ
と
も
、一
元
的
な
文
書
管
理
を
行
う
体
制
な
ら
で
は
の
利
点
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

監
査
室
か
ら
は
、
監
査
報
告
書
に
お
い
て
「
文
書
館
長
等
が
監
査
対
応
し
た
部

局
等
に
お
い
て
は
、
当
該
部
局
等
担
当
者
に
対
し
、
関
係
法
令
の
目
的
並
び
趣
旨

に
関
す
る
的
確
か
つ
詳
細
な
説
明
が
な
さ
れ
、文
書
管
理
業
務
の
必
要
性
に
関
し
、

認
識
が
深
ま
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
」、「
実
地
監
査
時
に
お
い
て
、
当
該
業
務

に
関
す
る
疑
問
点
等
に
対
し
て
も
的
確
な
指
導
・
助
言
が
行
わ
れ
、
実
効
性
の
高

い
監
査
が
行
え
た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
」
と
、
文
書
館
の
参
画
に
よ
る
成
果
を

強
調
す
る
所
見
が
報
告
さ
れ
て
い
る（

６
）。

　

監
査
業
務
へ
の
参
画
を
契
機
に
、
文
書
管
理
業
務
の
更
な
る
向
上
に
寄
与
し
て

い
き
た
い
。

五
　
移
管
後
の
文
書
管
理

　

公
文
書
管
理
法
に
お
け
る
「
国
立
公
文
書
館
等
」
は
、
特
定
歴
史
公
文
書
等
の

適
切
な
管
理
を
行
う
施
設
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
特
定
歴
史
公
文
書
等
は
、
保
存

期
間
が
満
了
し
た
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
（
法
人
文
書
フ
ァ
イ
ル
）
が
国
立
公
文
書

館
等
に
移
管
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
、
法
人
等
又
は
個
人
か
ら
寄
贈
・
寄
託
さ
れ
た

も
の
も
含
ま
れ
る
。
選
別
・
移
管
作
業
に
お
い
て
保
存
期
間
満
了
後
の
措
置
が
移

管
と
決
定
し
、
文
書
館
が
受
け
入
れ
た
法
人
文
書
は
、
特
定
歴
史
公
文
書
等
と
し

て
保
存
管
理
し
て
い
る
。
公
文
書
管
理
法
施
行
以
前
に
所
蔵
し
て
い
た
法
人
文
書

及
び
行
政
文
書
に
つ
い
て
も
、
特
定
歴
史
公
文
書
等
と
し
て
保
存
し
て
お
り
、
平

成
二
七
年
一
二
月
現
在
の
点
数
は
約
一
万
八
千
点
を
数
え
る
。

　

受
け
入
れ
た
文
書
の
中
に
は
、
後
か
ら
重
複
等
が
判
明
し
、
現
時
点
か
ら
み
れ

ば
廃
棄
と
し
て
も
全
く
差
し
支
え
な
い
と
い
う
も
の
が
存
在
す
る
。
文
書
館
が
設

立
さ
れ
た
当
初
は
、
移
管
点
数
も
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
く
、
如
何
に
文
書
を
集
め
る

か
に
腐
心
す
る
状
況
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
通
常
の
選
別
・
移
管
作
業
以
外
に
書
庫

整
理
を
行
い
、
そ
の
際
に
ま
と
め
て
受
け
入
れ
た
も
の
の
中
に
は
、
選
別
す
る
時

間
的
余
裕
の
な
い
ま
ま
受
け
入
れ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
も
み
ら
れ
る
。
平
成
一
九

年
夏
に
総
務
グ
ル
ー
プ
と
共
同
で
実
施
し
た
法
人
本
部
棟
の
通
称
地
下
ピ
ッ
ト
に

お
け
る
書
庫
整
理
作
業
で
は
、
二
千
点
以
上
の
フ
ァ
イ
ル
を
受
け
入
れ
た
。
こ
う

し
た
廃
棄
簿
外
の
文
書
で
は
、
担
当
者
の
手
持
ち
フ
ァ
イ
ル
や
、
出
席
し
た
会
議

資
料
の
フ
ァ
イ
ル
な
ど
、
当
該
業
務
組
織
が
作
成
し
た
原
本
に
相
当
す
る
も
の
と

は
限
ら
な
い
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
、
受
け
入
れ
後
に

改
め
て
選
別
を
実
施
す
る
仕
組
み
が
あ
れ
ば
、
よ
り
合
理
的
な
管
理
が
可
能
に
な

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

公
文
書
管
理
法
で
は
、
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
保
存
や
利
用
状
況
に
つ
い
て
、

移
管
の
点
数
や
利
用
請
求
点
数
、
閲
覧
者
数
、
利
用
請
求
に
係
る
審
査
状
況
、
料

金
収
受
の
状
況
の
ほ
か
、
研
修
の
実
施
状
況
等
の
報
告
を
求
め
て
い
る
。
利
用
の
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促
進
を
図
る
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
、
展
示
会
の
開
催
や
見
学
の
実
施
状

況
と
し
て
、
毎
年
度
の
報
告
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

当
館
の
場
合
、
保
存
期
間
満
了
後
の
法
人
文
書
の
移
管
先
で
あ
る
と
同
時
に
保

存
期
間
満
了
前
の
文
書
管
理
も
担
う
た
め
、
法
に
規
定
す
る
「
国
立
公
文
書
等
」

と
し
て
の
業
務
に
止
ま
ら
な
い
業
務
を
担
当
す
る
組
織
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の

こ
と
は
、
総
括
文
書
管
理
者
で
あ
る
財
務
・
総
務
担
当
理
事
の
所
掌
す
る
財
務
・

総
務
室
総
務
グ
ル
ー
プ
が
文
書
館
の
事
務
支
援
を
実
施
す
る
と
い
う
関
係
に
あ
る

と
と
も
に
、
文
書
館
の
本
体
業
務
を
担
う
事
務
職
員
を
擁
す
る
組
織
で
あ
る
こ
と

に
よ
っ
て
い
る
。
文
書
館
は
、
こ
う
し
た
位
置
づ
け
を
有
す
る
が
ゆ
え
に
、
業
務

組
織
改
編
時
の
業
務
分
掌
見
直
し
に
際
し
文
書
管
理
業
務
を
引
き
受
け
る
こ
と
が

可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
特
定
歴
史
公
文
書
等
と
し
て
保
存
す

る
文
書
は
、
事
務
利
用
に
応
え
る
質
を
備
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
。
組
織
の
特
性
を
活
か
し
、
作
成
か
ら
移
管
・
廃
棄
、
監
査
業
務
か
ら
特
定
歴

史
公
文
書
等
の
保
存
管
理
ま
で
の
文
書
管
理
の
循
環
の
中
で
、
全
体
を
見
据
え
た

業
務
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

お
わ
り
に

　

公
文
書
管
理
法
第
三
二
条
は
、
行
政
機
関
の
長
及
び
独
立
行
政
法
人
等
が
そ
の

職
員
に
必
要
な
研
修
を
実
施
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
広
島
大
学
文
書
館
は
、

初
任
者
研
修
や
中
堅
職
員
研
修
等
の
階
層
別
研
修
や
、
平
成
二
三
年
度
及
び
二
四

年
度
の
二
回
に
わ
た
り
開
催
し
た
中
国
・
四
国
地
区
国
立
大
学
法
人
等
公
文
書
管

理
研
修
に
お
い
て
、
文
書
管
理
に
関
す
る
研
修
を
行
っ
て
き
た（

７
）。

平
成
二
六
年
度

よ
り
広
島
大
学
に
お
け
る
法
人
文
書
の
管
理
を
担
う
組
織
と
な
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
総
括
文
書
管
理
者
が
主
催
す
る
意
味
合
い
で
の
研
修
の
開
催
が
課
題
と
な
っ

て
い
た
。
こ
の
課
題
に
対
し
、
学
内
職
員
に
向
け
て
広
島
大
学
公
文
書
管
理
研
修

（
基
礎
編
）
を
開
催
し
た
。
実
施
の
詳
細
は
、
別
稿
（
平
成
二
七
年
度
公
文
書
室

業
務
報
告
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

公
文
書
館
理
法
に
お
け
る
国
立
公
文
書
館
等
は
、「
国
や
独
立
行
政
法
人
等
か

ら
歴
史
公
文
書
等
（
歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な
公
文
書
そ
の
他
の
文
書
）
の
移
管

を
受
け
る
施
設
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
法
律
の
目
的
規
定
に
あ
る
精
神
を

体
現
す
る
に
は
ど
の
よ
う
な
境
地
を
目
指
す
べ
き
か
、
試
行
錯
誤
の
連
続
で
あ

る
。
基
盤
と
な
る
業
務
を
着
実
に
こ
な
す
こ
と
で
、
組
織
全
体
の
効
率
化
に
資
す

る
と
い
う
姿
勢
で
臨
み
た
い
。

註（
１
）
岡
田
泰
司
「
公
文
書
管
理
法
施
行
後
の
法
人
文
書
管
理
及
び
法
人
文
書
管
理
シ
ス

テ
ム
の
運
用
に
つ
い
て
」『
広
島
大
学
文
書
館
紀
要
』
第
一
三
号　

平
成
二
三
年

三
月
、
四
二
～
五
八
頁
。

（
２
）
移
管
基
準
の
設
定
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
広
島
大
学
文
書
館
に
お
け
る
法
人
文
書

移
管
基
準
の
策
定
」（『
広
島
大
学
文
書
館
紀
要
』
第
一
六
号　

平
成
二
六
年
二
月
、

五
一
～
七
〇
頁
）
参
照
。

（
３
）
移
管
と
す
べ
き
文
書
は
、基
本
的
に
札
幌
市
公
文
書
館
が
示
し
た
「
重
要
公
文
書
」

の
概
念
を
援
用
し
、「
市
の
職
員
が
公
文
書
館
に
移
管
す
べ
き
文
書
か
ど
う
か
を

適
切
に
判
断
す
る
基
準
は
、
歴
史
的
価
値
だ
け
で
な
く
、
市
政
上
の
重
要
性
が

あ
る
か
ど
う
か
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
越
後
武
介
「
札
幌
市
公
文
書
管
理
条
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例
の
制
定
及
び
施
行
に
つ
い
て
」『
札
幌
市
文
化
資
料
室
紀
要
』
第
五
号　

平
成

二
五
年
三
月
、
六
頁
）
と
い
う
業
務
に
お
い
て
重
要
か
ど
う
か
と
い
う
考
え
方
を

踏
ま
え
て
決
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

（
４
）
法
人
文
書
管
理
に
関
す
る
業
務
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
四
年
度
全
国
大
学
史
資
料

協
議
会
総
会
・
全
国
研
究
会
に
お
い
て
「
広
島
大
学
文
書
館
に
お
け
る
法
人
文
書

管
理
業
務
」
と
し
て
報
告
し
た
（
平
成
二
六
年
一
〇
月
九
日　

於
大
阪
大
学
会
館

講
堂
）。

（
５
）
重
要
度
Ⅳ
は
「
法
人
文
書
が
流
出
（
漏
え
い
）、
紛
失
、
改
ざ
ん
等
し
た
場
合
、

本
学
の
業
務
等
に
深
刻
か
つ
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
」
で
あ
り
、「
特
定
の

関
係
者
以
外
に
対
し
厳
重
に
機
密
を
保
持
す
べ
き
も
の
」、
重
要
度
Ⅲ
は
「
法
人

文
書
が
流
出
（
漏
え
い
）、
紛
失
、
改
ざ
ん
等
し
た
場
合
、
本
学
の
業
務
等
に
重

大
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
」
で
あ
り
、「
特
定
の
職
制
、
グ
ル
ー
プ
又
は
部
局
等

以
外
に
対
し
て
機
密
を
保
持
す
べ
き
も
の
」と
さ
れ
る
。広
島
大
学
法
人
文
書
フ
ァ

イ
ル
保
存
要
領
に
お
け
る
保
存
方
法
は
、「
重
要
度
Ⅳ
…
常
時
人
的
又
は
機
械
的

な
入（
退
）室
管
理
又
は
施
錠
が
な
さ
れ
て
い
る
部
屋
、又
は
金
庫
等
で
保
存
。（
事

務
室
金
庫
、役
員
室
、サ
ー
バ
ー
室
等
）」「
重
要
度
Ⅲ
…
無
人
時
に
機
械
的
入
（
退
）

室
管
理
又
は
施
錠
が
な
さ
れ
て
い
る
部
屋
等
で
、
鍵
の
か
か
る
鉄
庫
等
に
入
れ
て

保
存
。（
事
務
室
内
の
鍵
付
き
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
、建
物
内
の
常
時
施
錠
の
書
庫
等
）」

で
あ
る
。

（
６
）「（
4
）
そ
の
他
所
見
」「
平
成
二
七
年
度
内
部
監
査
報
告
書
（
個
人
情
報
管
理
状

況
監
査
・
法
人
文
書
管
理
状
況
監
査
）」
よ
り
。

（
７
）
研
修
の
成
果
は
、『
平
成
二
十
三
年
度　

中
国
・
四
国
地
区
国
立
大
学
法
人
等
公

文
書
管
理
研
修
報
告
書
』（
平
成
二
四
年
三
月
）、『
平
成
二
十
四
年
度　

中
国
・

四
国
地
区
国
立
大
学
法
人
等
公
文
書
管
理
研
修
報
告
書
』（
平
成
二
五
年
一
一
月
）、

『
平
成
二
十
六
年
度　

広
島
大
学
公
文
書
管
理
研
修
報
告
書
』（
平
成
二
七
年
三
月
）

の
報
告
書
に
ま
と
め
刊
行
し
て
い
る
。

�

（
む
ら
か
み
　
じ
ゅ
ん
こ
・
広
島
大
学
文
書
館
）




